
新カワソティ変電所建設計画 基本設計調査 

 

 
3 - 14 

(2) 機材計画 

(a) 30 MVA 変圧器の採用 

販売電力量から需要増加の状況を見る（表 3-6）。 

表 3-6 需要増加の状況 (GWh) 

 2000 2001 2002 2003 2004 2005 増加率

全国総販売電力量(GWh) 1,269.3 1,407.1 1,534.3 1,696.8 1,795.2 1,964.4 9.1 % 
ｶﾜｿﾃｨ地区販売電力量(GWh) 13.67 15.58 30.58 31.39 34.44 34.73 - 
 (対前年増加率、%) - 14.1% 96.3% 2.6% 9.7% 0.8% 24.7 % 
出典：NEA 

カワソティ地区の販売電力量は、2000 年からの対前年増加率が平均 24.7 %という高い値

を示している。また 2005 年の最大負荷は当該地域の販売電力量から最大負荷を算出する

と、NEA からのデータ、負荷率 54%、負荷力率 85%を採用し； 

34.73 GWh / 365 日 / 24 h / 0.54 / 0.85 = 8.6 MVA 

と推定される。一方、当該地区の過去 5 年間の平均需要増加率は 24.7 %である。この高

い平均増加率は 2001 年にカワソティ変電所の変圧器容量が大幅に増強 (3 MVA→8 
MVA)された結果 (2002 年に 96.3%の増加)であり、今後とも同レベルの需要率をもって

増加すると予測するのは現実的でない。しかし、過去の実績から少なくとも「ネ」国全

体の平均増加率 (9.1%)よりかなり高い率で増加するものと期待される。このことを検証

するために、2005 年の最大需要 8.6MVA をベースとして、想定される平均増加率で需要

が増加した場合、何年で 30 MVA に達するかを検証し、表 3-7 に示す。 

表 3-7 カワソティ地区の最大需要電力 30 MVA に達する時間予測 

想定年平均需要増加率 30 MVA に達する年数 
24.7%：カワソティ地区の過去 5 年間の実績値 6 年 
15.0%：実現性の高い予測値 9 年 
9.1% ：全国の過去 6 年間の実績値 14 年 

 即ち、カワソティ地区の需要が実現性の高い予測値 15%で推移した場合、2005 年から

9 年目で 30 MVA の変圧器は過負荷状態となることが予想される。 

8.6 MVA x 1.15 9 = 30 MVA 

 従って、30 MVA の変圧器容量は妥当な計画である。 
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 需要増加の推移が常に放物線状で急激に現れる傾向は、途上国では共通に見られる現

象である。特に地方電化の対象地域では、新規の需要家は増える一方であり、一旦電気

の恩恵を受けた需要家が電力契約を打ち切ることも在り得ないからである。従い、年平

均需要増加率が全国の実績より高い 15 %程度となることは十分考えられる。 

(b) 33/11 kV、8MVA 変圧器の追加 

 既存の 33/11 kV 変電所の変圧器容量に当該地区の需要増加に対応する余力が無く、

33/11 kV、8MVA 変圧器を新設変電所に設置することは妥当な計画である。需要の年平

均増加率を 15%と仮定した場合、本プロジェクトで導入する新設分を含めた 33/11 kV 変

圧器(総容量 16 MVA)の更なる増設が必要になるのは約 5 年後であり、これまでの経緯か

らも NEA がこの 8MVA 変圧器を自己資金で増設することは十分可能と考えられる。 

(c) 132 kV 送電線の変電所への引き込み 

 送電線が変電所用地を横断しているが、変電所用地付近の送電線直下に引き留め用の

鉄塔を建設し、既存の送電線鉄塔から直線で、変電所鉄構に引き止める工法を採用する。

この工法の最大の利点は、接続のための既存送電線の運転停止時間を最小化できること

である。新カワソティ変電所に隣接する懸垂鉄塔は、耐張鉄塔に建て替える。 

(d) 敷地・施設配置計画 

 新カワソティ変電所の敷地は、テライ平野を縦断する東西幹線道路近くに位置した畑

地であり、アクセスに支障となるものは無く、高低差も少ないことから、変電所用地の

整地は容易である。 

 第 3.2.3 節の「図 S-2 新カワソティ変電所 平面図」に屋外変電機器と建屋の配置を

示す。NEA の既設 132 kV 変電所で採用されているパイプ母線を使った従来式の屋外変

電所とし、132/33 kV 変圧器、132 kV 開閉機器、33/11 kV 変圧器、33 kV 開閉機器は屋外

に設置する。 

     
(e) 変電所建屋建築計画 

 第 3.2.3 節の「図 C-1 新カワソティ変電所 建屋平面図」に、建屋内に据え付けられ

る変電機器の配置を示す。用地が十分広いため、変電所建屋は、キュービクルルーム、

制御室、その他の付属設備を同一のフロアーに配置し、建屋構造をシンプルな平屋構造

とした。また、将来の拡張スペース、特に、132/33 kV 変圧器の増設、33/11 kV 変圧器の

増･更新、33 kV フィーダーの増設、等を考慮し、多少余裕のある広さを持つ建屋とする。 

 変電所建屋の建築面積は約 340 m2である。以下に、新カワソティ変電所建屋に備えら

れるおもな部屋の広さと用途を示す（表 3-8）。 
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表 3-8 新カワソティ変電所建屋・部屋構成 

部屋名 用途・規模 概略面積 

1) 制御・配電盤室 制御盤およびキュービクルの収納 202.5 m2 

2) バッテリー室 バッテリー収納スペース 11.5 m2 

3) 休憩室 運転員仮眠所 11.5 m2 

4) 倉庫 スペアパーツ、工具の倉庫 9.1 m2 

5) 所長室 所長用個室 23.1 m2 

6) 事務所 事務用スペース 23.1 m2 

7) トイレ・流し台・ロビー等  58.7 m2 

合 計 340 m2 

(f) 地質調査 

 変電所建設現場は地盤の良好な畑地であるが、地耐力を確認するために地質調査を現

地再委託によって実施した。ボーリングによる地質調査の結果、変電機器用基礎や建屋

基礎を対象とした掘削深さ約 1.0m における許容地耐力は 12 トン/m2 程度、また鉄塔基

礎を対象とした掘削深さ約 3 m における許容地耐力は 50 トン/m2 程度であることが判明

した。 

 最も重量の重い 132/33 kV 変圧器に対しても、杭などの特殊な基礎は採用せず、一般

的なフーチング基礎を採用する。建屋内には 11 kV キュービクルが最も重量のある設備

として据付けられるが、これも一般的なフーチング基礎で対応する。 

 変電設備に使用する主要機器の概略仕様を表 3-9 に示す。 

表 3-9 新カワソティ変電所・主要機器の概略仕様 

機器名 数量 主要スペック 使用目的 

1) 132/33kV 変圧器 1 台 24/30MVA (ONAN/ONAF)50Hz、3 相

定格電圧 132/33kV、油入型 
付属品：ｺﾝｻﾍﾞｰﾀ、放熱器、 
OLTC（ﾀｯﾌﾟﾁｪﾝｼﾞｬｰ） 
BCT（ﾌﾞｯｼﾝｸﾞ型変流器） 

送電電圧132kVを33kVに降圧

する 

変電所において最も重要な役

割を果たす 

2) 33/11kV 変圧器 1 台 6/8MVA (ONAN/ONAF)、50Hz、3 相

定格電圧 33/11kV  
油入型 

付属品：ｺﾝｻﾍﾞｰﾀ、放熱器、 
OLTC（ﾀｯﾌﾟﾁｪﾝｼﾞｬｰ） 
BCT（ﾌﾞｯｼﾝｸﾞ型変流器） 
 

送電電圧 33kV を配電電圧

11kV に降圧する 
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機器名 数量 主要スペック 使用目的 

3) 145kV 遮断器 3 台 定格電圧 145kV 
定格電流 1,250A 
遮断電流 31.5kA 
3 相、電動ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ方式 
単相再閉路対応および三相一括作動

132 kV の電力を開閉し、送電

線・変圧器などの事故時に故

障電流を的確に遮断する 

4) 36kV 遮断器 4 台 定格電圧 36kV 
定格電流 2,000A 
遮断電流 6.3kA 
3 相、電動ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ方式 
単相再閉路対応 or 三相一括動作型 
 

33 kV の電力を開閉し、送電

線・変圧器などの事故時に故

障電流を的確に遮断する 

5) 145kV 断路器 7 台 定格電圧 145kV 
定格電流 1,250A 
遮断電流 31.5kA 
3 相、中心一点切り 
接地機構あり or 接地機構なし 

保守・点検の際に所定の区間

を充電されている回路から切

り離すもの 

6) 36kV 断路器 7 台 定格電圧 36kV 
定格電流 2,000A 
遮断電流 6.3kA、3 相、手動 
接地機構あり or 接地機構なし 

保守・点検の際に所定の区間

を充電されている回路から切

り離すもの 

7) 145kV 計器用変流

器 
9 台 定格 1 次電流 400-200A 

低格 2 次電流 1A 
低格負担 40VA、単相 

計器やﾘﾚｰ用に電流を変成す

るためのもの 

8) 36kV 計器用変流

器 
12 台 定格 1 次電流 600-300A 

低格 2 次電流 1A 
低格負担 40VA、単相 

計器やﾘﾚｰ用に電流を変成す

るためのもの 

9) 132kV 計器用変圧

器 
9 台 定格 1 次電圧 132/√3kV 

定格 2 次電圧 0.11/√3kV 
定格 3 次電圧 0.11/√3kV 
低格負担 100VA、単相 

計器やﾘﾚｰ用に電圧を変成す

るためのもの 

10) 33kV 計器用変圧

器 
9 台 定格 1 次電圧 33/√3kV 

定格 2 次電圧 0.11/√3kV 
定格 3 次電圧 0.11/√3kV 
低格負担 100VA、単相 

計器やﾘﾚｰ用に電圧を変成す

るためのもの 

11) 120kV 避雷器 9 台 定格電圧 120kV 
放電電流 10kA 
単相、ｷﾞｬｯﾌﾟﾚｽ 

外雷などの異常電圧が生じた

ときに、開閉機器が絶縁破壊

しないよう保護を行う 

12) 33kV 避雷器 12 台 定格電圧 33kV 
放電電流 10kA 
単相、ｷﾞｬｯﾌﾟﾚｽ 

外雷などの異常電圧が生じた

ときに、開閉機器が絶縁破壊

しないよう保護を行う 

13) 132/33kV 変圧器

制御盤 
1 面 構成：変圧器本体の操作に必要なｽｲｯ

ﾁおよびﾒｰﾀ、保護のためのﾘﾚｰ 
132/33kV 変圧器本体の運転・

保護を行う 

 

14) 33/11kV変圧器制

御盤 
1 面 構成：変圧器本体の操作に必要なｽｲｯ

ﾁおよびﾒｰﾀ、保護のためのﾘﾚｰ 
33/11kV 変圧器本体の運転・保

護を行う 
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機器名 数量 主要スペック 使用目的 

15) 132kV 送電線制

御盤 
2 面 構成： 132kV 開閉機器の操作に必要

なｽｲｯﾁ及びﾒｰﾀ、送電線保護のための

ﾘﾚｰ類 

132kV 送電線開閉機器の運転

操作、さらに送電線の保護を

行う 

 

16) 33kV 送電線制御

盤 
1 面 構成： 33kV 開閉機器の操作に必要

なｽｲｯﾁ及びﾒｰﾀ、送電線保護のための

ﾘﾚｰ類 

33kV 送電線開閉機器の運転操

作、さらに送電線の保護を行

う 

 
 

17) 交流制御電源配

電盤 
1 面 自立閉鎖型 制御盤、ﾘﾚｰ、11kV 開閉器など

への低圧所内電源、さらに建

屋の照明電源などの開閉操作

および保護 

 

18) 直流配電盤 1 面 定格電圧 110V 

構成： 
配電盤 

制御盤などを停電時でも操作

可能とするための直流電源の

供給とその保護 

19) 110V 蓄電池 1 組 ﾊﾞﾙﾌﾞ型鉛蓄電池 
110V 

制御盤などを停電時でも操作

可能とするための直流電源 

20) 充電装置 1 台 定格電圧 DC110V 制御盤などを停電時でも操作

可能とするための直流電源の

供給 

21) RTU 1 面 遠方制御用 遠隔操作用端末 

22)  11kV 開閉器（キ

ュービクル） 
1 セット 構成：遮断器盤 2 面(含む供給回路) 

計器用変圧器盤 1 面 
所内変圧器盤 1 面 

変圧器で11kVに降圧された電

力を安全に開閉し、配電線な

どの故障の際に故障電流を的

確に遮断する。 

23) 132 kV ライント

ラップ 
4 台 1250A 送電線を用いた通信のための

機器 

24) 33 kV 及び 11 kV
地中ケーブル 

1 式 33kV CV, 90mm2 x 3 コア 
11kV CV, 200mm2 x 3 コア 

既存の33 kV及び11 kV線路の

変電所の引き込みに使用 

 
 

3.2.3 基本設計図  

本計画の基本設計図を表 3-10 の通り巻末に添付する。 

表 3-10  基本設計図・図面リスト 

No. 図番号 タイトル 
1 図 S - 2 新カワソティ変電所 平面図 
2 図 S - 1 新カワソティ変電所 単線結線図 
3 図 C - 1 新カワソティ変電所 建屋平面図 
4 図 C - 3 新カワソティ変電所 建屋正面図（西側）及び背面図（東側） 
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3.2.4 施工計画／調達計画 

3.2.4.1 施工方針／調達方針 

本プロジェクトをわが国の無償資金協力事業として実施する場合の施工方針及び調達方針

について以下説明する。 

(1) 相手側の実施体制 

相手側の本プロジェクト実施機関は NEA である。NEA の担当部局は、送電・系統運

用局、送変電建設部である。同部はプロジェクト毎に責任者を選任し、プロジェクトチ

ームを創設し、実施に当たっている。完成後の運用及び配電部門は中央の本組織のほか

全国を複数の地域に分割して、それぞれに統括事務所を配置し、管理を移管しているが、

送変電建設部の各プロジェクトは全て本社直轄で管理されている。従って、契約の内、

金額に関する事項の全てに加え技術的に重要な項目は、プロジェクト・マネージャー

(PM)主導で本社送変電建設部の指導の下、協議・判断・決定・承認が行われる。そのた

め、実施設計の殆どが首都カトマンズでの作業となるが、プロジェクト実施中も PM、

コンサルタント及び業者がカトマンズに集まり協議・相談する機会が多いと予想される。 

本プロジェクトのサイトは首都カトマンズから離れたテライ平野に位置することから、

重要事項の本社での決済の必要性に留意し、特に機器の輸入・搬入に伴う諸手続、用地

関連の事項等において NEA、コンサルタント、業者間の密接な意見・情報交換が行われ

ることが、変電所建設を円滑に進める上で不可欠である。 

(2) 調達先・輸送経路 

本プロジェクトの調達対象資機材は、変電所建設に必要な資機材であり、基礎工事・

建屋工事に関わる現地調達機材を除きすべて日本から調達される。調達された資機材は、

下記経路でサイトに輸送される。 

日本 － 海上輸送 －インド（コルカタ）－ 陸上輸送 － ネパール（カワソティ） 

「ネ」国側の関税手続きは「ネ」国とインドの国境、ビルガンジにて行われる。ビル

ガンジからカワソティまでテライ平野の舗装された平坦な幹線道路を使用でき、雨期の

落石や土砂崩れの恐れも無く、季節的な輸送上の制限も無い。 

(3) 技術者派遣の必要性 

変電所の建設工事は限られた工期中に建屋建設工事、基礎工事、鉄構組み立て工事、

機器の据付工事、及びそれら据付けられた機器の調整・試験など、多岐にわたる工事項

目が複合した工事である。そのうえ、工事に伴う既存送電系統の停止の必要もあり、作

業を手際よく､安全に、且つ、効率よく実施する必要がある。従って、工事全体を俯瞰し、

安全管理を徹底させ､効率良く作業を進めるため、管理・指導のできる現地調達管理要員

を日本から派遣することが不可欠である。また、建屋建設資材の調達、輸入資機材の受

け入れ､同検査も重要な項目である。 
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変電機器は、組立て時の精度、不純物混入等が機器の寿命に密接な関係を持っている

ばかりでなく、メーカー独自のノウハウを尊重するうえからもメーカーからの派遣技術

者（変電所工事技師・機器組立て調整工・検査要員）が必要となる。 

(4) 請負業者と現地業者の活用 

わが国の無償資金協力の枠組みに従って、本プロジェクトの機材調達及び据付工事は

一般競争入札により選定された日本国法人の請負業者によって実施される。 

また、新カワソティ変電所建屋の施工は、日本の業者の管理のもとで現地建設業者を

活用して実施することが可能である。また、変電機器の据付工事も、高度な技術を有す

る作業以外は、基本的に日本の業者の管理・指導の下、現地業者又は現地労働者を活用

することが可能である。 

3.2.4.2 施工上／調達上の留意事項 

(1) 施工上の留意事項 

本プロジェクトは 132 kV 変電所の新設であり、132 kV 送電線の変電所への引き込み工事

を除き、既存システムとの取り合いの調整の必要が少ない。すなわち、建設工事中の既設設

備の停電（停止工事）を必要としない。ただし、据付・調整・試験が終了した時点で設備の

充電のため、短時間の 132 kV バラトプール、バルデガット間の送電線の停止が必要である。

停止工事のスケジュールは、施工業者の要請をコンサルタントが検証し、NEA とスケジュー

ルを調整し、停電工事を行うことになる。 

送電線の引き込み工事は開閉機器の据付工事に先行して実施し、適当な時期に変電所内に

建設した引留め鉄構に送電用電線を引き留める必要がある。引留め工事は 1 – 2 日で作業可能

であるが、開閉機器の据付・調整・試験時は既存の送電線を長期間停止しないで済むように、

送電線を仮に再接続して、送電線の停止時間を極力短くすべきである。 

(2) 調達上の留意事項 

(a) 機器の設計 

本プロジェクトで建設する変電所は新設であり、既存の電力輸送設備との調整項目が少

ないが、送電線の保護設備及び通信設備のみ既存のシステムとのインターフェースが必

要である。特に、中央給電指令所の機能を損なわないようにしなければならない。 

(b) 調達管理 

本プロジェクトの現地作業を決められた工程に従って遅滞無く実施するには、現場への輸送を含めて、

資機材の輸送を円滑に行うことである。日本からカワソティまでの輸送は、インドのコルカタまでの海

上輸送とコルカタから国境の町ビルガンジまでの陸上輸送、ビルガンジにおける通関を経てカワソティ

までの陸上輸送があり、約1.5ヵ月要すると予想される。従って、設計、資材調達、製作、組立て、試

験、輸出梱包を含めた、きめ細かな調達管理が必要となる。特に、インド国内の陸上輸送はインド業者
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が行うが、過去の経験(取扱いが乱暴)から見て、細心の指導・管理が必要である。 

(c) アフターサービス体制 

本プロジェクト完成後は、請負業者、特に製造業者からの予備品の供給等のアフターサービスが重要

となる。そのため、インストラクション・マニュアルの作成、予備品リストの作成・提出のほか、機器

の引渡し後の連絡体制についても十分に留意すべきである。 

3.2.4.3 施工区分／調達・据付区分 

日本側と「ネ」国側の施工区分／調達・据付区分を表 3-11 に示す。 

表 3-11 日本側と「ネ」国側の施工区分／調達・据付区分 

作業／調達項目 区分 備考 

1. 機器・材料の調達    

 1. 132 kV 及び 33 kV 変圧器 日本  

 2. 132 kV 及び 33 kV 屋外型開閉設備 日本  

 3. 11 kV キュ－ビクル 日本  

 4. 制御・保護盤 日本  

 5. 上記設備の補助機器、材料等 日本  

 6. 基礎・建屋資材 日本  

2. 施工・据付   

 1. 上記機器の据付･調整･試験 日本  

 2. 機器基礎工事 日本  

 3. 建屋建設工事 日本  

 4. 配線工事 日本  

 5. 132 kV・33 kV・11 kV 既存線路との接続 日本  

 6. 駐車場・進入路等の雑工事 日本  

 7. 整地 「ネ」国  

 8. ゲート・フェンス工事 「ネ」国  

 9. 一般電話回線の変電所まで（MDF）の準備 「ネ」国  

 10. 変電所建屋内の一般的家具 「ネ」国  

 11. 職員宿舎・機材倉庫・警備員室 「ネ」国  

 

本プロジェクトにおける日本側と「ネ」国側との据付区分点（負担区分点）は、カワソティ変電所敷

地に隣接した既設の33 kV副送電線及び11kV配電線の電柱である。「ネ」国側の分担範囲はそこから負

荷側であり、既存の33 kV副送電線及び11kV配電線の保守管理である。この保守管理業務は、実施機

関であるNEAは経験豊富であり、実施に問題はない。また、電源となる132 kV送電線は、「ネ」国側

のアレンジによる停電のもと、日本側が必要な接続工事を行う。 

3.2.4.4 施工監理計画／調達監理計画 

(1) 基本計画 

以下を本プロジェクトの施工監理／調達監理の基本方針とする。 

1) コンサルタントは、わが国の無償資金協力の制度に基づき、基本設計の趣旨を踏ま

えたうえで、実施設計・施工監理業務において一貫したプロジェクト監理チームを
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編成し、本プロジェクトの円滑な実施を図る。 

2) コンサルタントは、契約に示された資機材の性能・品質・納期を確保し、本プロジ

ェクトの工事が所定の工期内に完了するよう工事の進捗を監理するとともに､現場

での工事が安全に実施されるよう請負業者を監理・指導する。 

(2) コンサルタントの業務内容 

「ネ」国側の実施機関である NEA と日本法人コンサルタントの間でコンサルタント

業務契約を締結する。コンサルタント業務契約に含まれる主な業務内容は以下のとおり

である。 

1) 実施設計・入札図書の作成・入札業務 

(i) 実施設計 

基本設計調査を踏まえ、現地調査及び NEA との協議を通じて工事費の確認を

行うと共に NEA の負担工事の内容・範囲を明確にする。入札図書の作成に先

立ち、設計内容の確認、工事費の積算、施工計画の策定を行う。 

(ii) 入札図書の作成 

特に技術的な記述に関し、必要に応じコンサルタントが NEA を補助する。 

(iii) 入札業務 

入札の公示、質問・回答、入札立会い、入札審査、契約交渉の補助及び業者契

約の立会いを行う。 

2) 調達監理 

(i) 監理業務 

着手前関係者協議の主催、設計図の承認業務、出荷前製品検査立会い、輸出梱

包検査、現地据付監理、工事期間中の業務報告書の作成、中間出来高証明書の

発行、竣工検査立会い、等を行う。 

(ii) 建設・据付工事完了後の業務 

竣工証明書の発行、竣工引渡し手続業務、完了報告書の作成及び 1 年後に実施

される竣工検査(瑕疵検査)業務が含まれる。 

(3) コンサルタントの実施体制 

上記業務を実施するための実施体制は下記のとおりである。 
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1) 詳細設計の実施体制 

コンサルタントによる実施設計、入札図書の作成及び業者入札業務には、下記の要

員が必要である（表 3-12）。 
 

表 3-12 実施設計要員計画 

名称 担当業務 
業務主任 実施設計、入札図書作成、入札にかかわる業務、等全体の総

括、機材計画のレビュー 
変電設備設計 変圧器を含む変電設備及び関連設備の設計 
送電設備設計 既存送電線からの引き込み線路の設計 
建築設計 変電所建屋の設計 
建築設備設計 変電所建屋設備の設計 
積算 事業費の積算 

 
2) 調達監理の要員計画 

コンサルタントの調達管理体制として下記の要員が必要である（表 3-13）。 

表 3-13 調達監理要員計画 

名称 担当業務 
調達監理技術者 1(業務主任) プロジェクトの総括、駐在監理者の指導 
常駐調達監理技術者(変電) 現地業務の総括、変電設備の調達・据付進捗監理、

品質管理、安全管理 
調達監理技術者 2(送電) 送電資機材の調達、変電所への引き込み工事の監理、

品質管理、安全管理 
調達監理技術者 3(土木・建

築) 
設備の基礎、建屋建設の工事監理、品質管理、安全

管理 
検査技術者 1(図面照合・確

認) 
製作図面の確認・照合 

検査技術者 2(立会検査) 工場検査の立会 
検査技術者 3(出荷前検査) 工場検査、梱包検査立会 
検査技術者 4(完成検査) 工事完了時の竣工検査立会 

 

 

3.2.4.5 資機材等調達計画 

(1) 納入資機材の品質管理 

調達資機材の品質監理のため、機器製作図チェック・承認作業、出荷前検査、施工中

における日常の立会い、および竣工検査を行う。 

(2) 予備品の範囲 

本プロジェクトの効果を継続的に維持するために必要不可欠な交換部品を予備品とし

て供給する。交換部品の選定に当たっては、変電所の機能を維持することを第一に考え、
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比較的損傷しやすい部品について、現地もしくは近隣諸国にて調達することが困難なも

の、また日本への発注の際に製作に多大な期間を要し、急な故障に対応できず変電所と

しての機能を維持できないものを選定し、必要最小限のものとした。 

(3) 瑕疵保証 

本プロジェクトにて調達される機材に対する瑕疵保証の期限は 1 年とする。 

 

(4) 輸送計画 

内陸国である「ネ」国への物資輸送は、日本から船積みされる物資の場合、インドの

コルカタ港に荷揚げされ、陸路「ネ」国までトラック／トレーラーで輸送され、国境の

町ビルガンジにおいて通関手続を行い、以後、再度「ネ」国内の所定の地点まで陸上輸

送される。それ以外のルートはインドの港湾関係者、輸送業者等が不慣れと考えられる

ので推奨しがたい。 

3.2.4.6 実施工程 

本プロジェクトの実施工程は交換公文(E/N)の締結から工事完了まで 19 ヶ月と計画、業者契約

認証から工事完了までを 13.5 ヶ月と計画する。実施工程表を図 3-8 に示す。 
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 （E/N）

（コンサルタント契約）

（計画内容確認　現地：0.5ヶ月）

  （入札図書作成　国内作業：1.0ヶ月）
計　5.5ヶ月

（入札図書承認　現地：0.3ヶ月　国内：0.7ヶ月）

（公示・図渡し）

（入札見積　1.5ヶ月）

（入札）

（入札評価　現地：0.5ヶ月）

（業者契約）

（認証）

[機材調達]   （工事準備　国内作業：0.5ヶ月）
計　13.5ヶ月

（製造・調達：8.5ヶ月）

（輸送：1.5ヶ月） （輸送：1.5ヶ月）

（変電所工事：5.0ヶ月）

2 7 13 1443 5 8 1211 1716 18 1915

図3-8　事業実施工程表

調
達
・
据
付

1

実
施
設
計

6 9 10
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3.3 相手国側分担事業の概要 

本プロジェクトにおいて、次の作業は「ネ」国側（NEA）の負担事業とする。 

(1) 変電所の建設に伴う 132 kV 送電線及び 33 kV 副送電線の計画停止 

計画された変電所は新設であり、変電機器の据付工事、変電所建屋建設、建屋内の機器の

据付、等に伴う既存の電力輸送設備の停止は不要であり、建設工程をかなり自由に設定でき

る。しかしながら、132 kV 送電線の変電所鉄構への引き留め、132 kV 開閉設備の初期充電試

験、等のための短時間のバラトプール、バルデガット間の 132 kV 送電線の計画停止が必要

である。そのため、工事業者、コンサルタントの要求に基づき、NEA は責任を持って計画停

止を実施しなければならない。 

(2) その他の手続など 

・ 資機材輸入に伴う通関手数料の負担と所要手続 

・ 銀行取極・支払授権書の発給等 

・ 各種機材に対する免税措置 

・ 本プロジェクトに係わる日本人に対する各種免税措置 

・ 建設工事の許可取得 

・ 変電所用地取得 

・ 変電所用地整地 

・ ゲートを含む変電所塀（フェンス）および植栽工事（「ネ」国側が必要と判断した場合） 

・ 上下水道（共同井戸）のカワソティ変電所サイトまでの敷設 

・ 一般電話回線のカワソティ変電所サイトまでの敷設 

・ カワソティ変電所の机・椅子・家具類、等の備品 

・ 本プロジェクトの実施に際し、わが国無償資金協力で負担されない事項の全ての負担 
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3.4 プロジェクトの運営・維持管理計画 

(1) 運営・維持管理要員 

本プロジェクトが完工し、設備の運営・維持管理の段階に入ると、変電所は送電・系統制御局グ

リット運用部ブトワール系統運用事務所により運用される。同事務所はバルデガット変電所の運用

を管轄している事務所である。新カワソティ変電所に隣接するもう一方のバラトプール変電所は別

のヘタウダ系統運用事務所の所属となっている。 

また、本プロジェクトと直接関係しないが、33 kV 副送電線、11 kV 配電線及び低圧配電線の運営・

維持管理は配電・顧客サービス局の西地区事務所が行っている。 

新カワソティ変電所では 2～3 人の運転員が 3 シフトで常駐し、さらに 2 人ほどの予備要員が確

保される予定である。主な作業内容は以下の通りである。 

 ログ・シートへのデータ記録： 30 分毎に所定フォームのログ・シートに電圧・電流・電

力など決められたデータを記録する。 

 系統操作： LDC (中央給電指令所) からの指示に従い変電所回路の操作を行う。 

 事故への対応： 新カワソティ変電所内に事故が起こった場合、その復旧のための緊急

操作を行う（送電線事故の場合は LDC からの指示に従う）。ただし、即応困難な事故が発

生した場合、LDC の判断により、復旧作業が計画･実施される。 

 保守・点検作業： 設備に要求される日常的な保守・点検作業を行う。 

上記の運転員については、NEA 内部で十分対応可能であり、運転員確保について特に問題はない。 

(2) 保守･点検作業 

上記で述べた設備の日常的な保守・点検作業項目について以下に述べる。 

保守・点検作業は、毎日行われる巡視と、3 ヶ月～5 年程度の周期をもって行われる点検とで構

成される。表 3-14 に巡視と点検項目を列挙する。 
表 3-14 巡視と点検項目   

保守・点検対象機器 

 

巡視 

（毎日） 

点検 

（特に記載なきものは 3 ヶ月周期程度） 

主変圧器 
 

・ 異音、振動の有無 
・ 温度上昇の状態 
・ 絶縁油量チェック 
・ 油漏れチェック 

・ 吸湿剤の点検取替え 
・ 窒素圧力のチェック 
・ 絶縁油劣化試験（1 年周期） 

リレー・制御盤 ・ 計器、表示灯などの状態 ・ 清掃 
・ リレー試験（3～5 年周期） 

11 kV キュービクル ・ 異音、振動の有無 
・ 計器、表示灯などの状態 

・ 清掃 
・ 遮断器動作試験 
・ リレー試験（3～5 年周期） 

バルブ型鉛蓄電池 ・ 端子、本体の損傷の有無 
 

・ 電圧測定 
・ 均等充電 

これらの業務は、事後保全作業も含め技術的にも財務的にも NEA 自身で十分対応可能である。 
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3.5 プロジェクトの概算事業費 

3.5.1 協力対象事業の概算事業費 

本プロジェクトを無償資金協力により実施する場合に必要となる事業費総額は、9.22 億円（日

本側：8.46 億円、「ネ」国側：0.76 億円）となり、先に述べた日本と「ネ」国との負担区分に基づ

く双方の経費内訳は、下記(3)に示す積算条件の下、次の項目(1)および(2)のとおりと見積られる。

ただし、下記の概算総事業費は暫定値であり、必ずしも交換公文上の供与限度額を示すものでは

なく、協力対象事業の実施が検討される時点においてさらに精査される。 

(1) 日本側負担経費 

 表 3-15 概算総事業費   約 846 百万円 

費目 概算事業費（百万円） 

機材 

変圧器、遮断器、断路器、計

器用変流器、計器用変圧器、

避雷器、ｹｰﾌﾞﾙ、盤等変電機器

707

据付 変電所建屋、機器基礎工事 83

790 

 

実施設計・調達監理 56 

 

(2) 「ネ」国側負担経費   

  表 3-16 「ネ」国側負担経費  
    

  負担項目 負担経費  
① 変電所用地取得費 NRs. 17,000,000. (約 27.2 百万円) 
② ゲート・塀工事 NRs. 10,000,000. (約 16 百万円) 
③ 電話接続・家具類 NRs. 180,000. (約 0.3 百万円) 
④ 運転員宿舎・機材倉庫・警備員室 NRs. 20,000,000. (約 32 百万円) 
 合   計 NRs. 47,180,000.  約 75.5 百万円 

 

「ネ」国側負担費用約 75.5 百万円は、NEA の 2004/05 年度の年間設備運用維持管理費

（11,859.4 百万ルピー≒190 億円）のおよそ 0.4%に当たり、NEA の財政を圧迫するものでは

ないと判断できる。 

(3) 積算条件    

① 積算時点 平成 17 年 11 月末 

② 為替交換レート US$ 1 = 113.51 円 
 NRs. 1 = 1.6 円 

③ 施工期間 詳細設計、工事の期間は、3.2.4.6 節で述べた事業実施工程に

 示した通り。 
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④ その他 本プロジェクトは、日本国政府の無償資金協力の制度に従い、

 実施されるものとする。 

 

3.5.2 運営・維持管理費   

本プロジェクトにおいて必要とされる年間の運営・維持管理費の内訳は、表 3-17 の通りと予想

される。 
表 3-17  年間の運営・維持管理費内訳 

                                  （NRs） 
機器保守費 

（スペアパーツ購入） 

人件費 合 計 

 
200,000 

 

運転員 
5 人 x 3 交代 x 12 ヶ月 x 11,250

 
警備員 
2 人 x 3 交代 x 12 ヶ月 x 10,000

 
 

2,945,000 
 

 

上記の機器保守費は、予想されるスペアパーツ（消耗品）の 1 年分の購入費である。本プロジ

ェクトでは必要最小限のスペアパーツを供与するが、引渡し後およそ 2 年目より NEA は機器保

守費を支出する必要があるとして算定した。 

上記算定によれば、引渡し後 2 年目となっても本プロジェクトで据付けられる設備の年間運

営・維持管理費は、NEA の 2004/05 年度の年間設備運用維持管理費（11,859.4 百万ルピー） の
0.02%としかならない。従い、予算の拠出は十分可能と判断される。 

 

3.6 協力対象事業実施に当たっての留意事項 

本プロジェクトの円滑な実施に直接影響を与えると考えられる留意事項は、相手国側負担分事

業を協力対象事業の進行に合わせタイムリーに実施させることである。3.3 節に述べた相手国側負

担事業のうち、以下の項目は本プロジェクトの成果発現に直接関係するため特に重要である。 

(1) 変電設備の保守点検の的確な実施 

変電設備の性能維持・回復、設備障害の早期発見、事故の未然防止を目的として定期的に

巡視・点検を実施することが不可欠である。 

(2) 送配電線の拡張 

既設 33 kV 送電線、それに接続される 33 kV 変電所、さらに 11 kV 配電線の拡張が遅延な

く行われることが不可欠である。これにより現在、不安定な電力しか受けられない需要家、

および電気にアクセス出来ない潜在需要家が、安定した電気の恩恵を受けられることとなり、

本プロジェクトの目的を達成することとなる。また「ネ」国側でも本拡張工事の重要性をよ

く認識しており、問題はないと判断できる。 
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第 4 章 プロジェクトの妥当性の検証 

4.1 プロジェクトの効果 

本プロジェクトは、カワソティ地区に 132/33/11 kV、30 MVA 新カワソティ変電所を建設し、

既設 33 kV 副送電線の送電能力を増強、また変圧器の容量も増強し電力供給能力を向上させるこ

とで当該地区の大幅な電圧降下の改善（電気の質の改善）、停電の減少（供給信頼度の改善）、ま

た送電損失の低減を図ることを目的とする。本プロジェクトの実施により、以下の直接効果およ

び間接効果が期待できる。 

 (1) 直接効果 

本プロジェクトの実施により、以下の直接効果が期待できる。 

1) 対象地区への電力の給電能力が増加する。（新設変圧器容量：8MVA→38MVA） 
2) 対象地区までの送電損失が減少する。 
 （バルデガット変電所～旧/新カワソティ変電所：297MWh→7MWh） 
3) 対象地区での送電線事故による停電時間が短縮される。 
 （バルデガット変電所～旧/新カワソティ変電所：25 時間/年より短くなる） 
 
本プロジェクトによる直接裨益人口は、ナワルパラシ郡東部に居住する約 19 万人である。 

表 4-1 に現状の問題点と本プロジェクト実施による効果、改善の程度をまとめる。 

 

表 4-1 本プロジェクト実施による直接効果と現状改善の程度 

現状と問題点    本プロジェクトでの対策 

（協力対象事業） 

プロジェクトの効果・改善程度 

 既設カワソティ変電所の 33/11 
kV 変圧器容量が 8MVA であり、

数年の後に過負荷状態となるこ

とが予想される。 
 容量不足は、最悪の場合長期間

の計画停電が必要となる。 

 新設カワソティ変電所の建設

により、この 33/11 kV 変圧器の

容量は現状の容量からさらに 8 
MVA 増設される。 
 さらに、30 MVA 容量の 132/33 
kV 変圧器が増設され、これが既

設 132 kV 送電線と 33 kV 送電線

を連系する。 

 11 kV 配電線に供給する変圧器の過

負荷が原因となる将来の計画停電は

回避される。 
 加えて既設 33 kV 送電線が 132 kV
送電線と連系され、既設 33 kV 送電

線の供給能力も増強される。 

 バラトプール変電所～旧/新カ

ワソティ変電所間の 35 km にお

よぶ既設 33ｋV 送電線が過大な

送電損失、および電圧降下を発生

している。 

 既設 132 kV 送電線と既設 33 
kV 送電線を連系する。 

 既設 33ｋV 送電線が原因となって

いた過大な送電損失、および電圧降

下を解消する。（想定：297MWh→
7MWh） 

 既設 33 kV 送電線が原因で事

故停電が頻繁に発生していた。 
既設 33 kV 送電線をバイパスす

る。 
既設 33 kV 送電線が原因となってい

た事故停電（25 時間/年）が減少する

 

 

 

 



新カワソティ変電所建設計画 基本設計調査 

 

 
4 - 2 

(2) 間接効果 

本プロジェクトの実施により、次のような間接効果が期待できる。 

1) カワソティ地区における電力安定供給に伴う社会経済活動の活性化に貢献できる。 
2) 本無償資金協力の BHN への貢献（病院、学校等への信頼度の高い電力供給）が期待で

きる。 
 
 参考までに、本プロジェクト完成後に、新カワソティ変電所から電力供給をうける学校、

病院は以下の通りである。 

i) 学校 554 

ii) 短大（Campus） 4 

iii) 病院 2 

iv) 小規模医院（Clinic） 264 
 

4.2 課題・提言 

本プロジェクトの効果を発現させ、維持し、設備の今後の長期連続運転を実現するためには、

本プロジェクト実施後、以下の 2 点が「ネ」国側により実施されることが必要である。 

(1) 変電設備の保守点検の的確な実施 

変電設備の性能維持・回復、設備障害の早期発見、事故の未然防止を目的として定期的に

巡視・点検を実施することが不可欠である。NEA がそのための点検計画を策定し、要員・予

算を確保し、作業を遂行する必要がある。 

(2) 送配電線の拡張と予算確保 

既設 33 kV 送電線、それに接続される 33 kV 変電所、さらに 11 kV 配電線の拡張が遅延な

く行われることが不可欠である。これにより現在、不安定な電力しか受けられない需要家、

および電気にアクセス出来ない潜在需要家が、安定した電気の恩恵を受けられることとなり、

本プロジェクトの目的を達成することとなる。NEA がそのための予算を確保し、作業を遅延

なく遂行する必要がある。 

 

4.3 プロジェクトの妥当性 

本プロジェクトの内容、プロジェクトの効果および外部要因リスク等は資料－7 の事業事前計

画表に取りまとめた。その結果、本プロジェクトの無償資金協力による協力対象事業の実施の妥

当性は以下の通り高いと判断される。 

(1) 経済振興支援 

経済振興が始まっている本プロジェクト対象地域の電力事情を改善することにより小規

模産業を育成、また生活水準の向上を実現し、住民の自助努力による貧困削減と地方格差是

正の促進を、本プロジェクトの投入でさらに持続させる必要がある。 
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(2) 裨益人口 

本プロジェクトの裨益対象地域は、ナワルパラシ郡東部の東西ハイウェイに沿った広い地

域である。この地域に居住する人口は統計によれば約 19 万人であり、これが直接裨益人口

となる。 

(3) 環境面の影響 

本プロジェクトで建設される変電所は、機器の据付工事中に多少の騒音・振動が発生する

おそれがあるが、変電所周辺に民家は少なく施工場所からも離れているため、油漏れの防止

や交通事故など一般的な留意事項を施工時に遵守すれば周辺住人および周辺環境に特別な

影響を与えることはない。 

以上により、その必要性、重要性と環境面への安全性から、本プロジェクトを我が国の無償資

金協力で実施することの意義は大きく、その妥当性は高いと判断する。 
 
 

4.4 結論 

本プロジェクトは、上記の通り 19 万人の需要家の BHN の向上に寄与するものであることから、

我が国の無償資金協力で実施することの妥当性が確認される。 

4.2 節で述べられた「ネ」国側の必要作業の実施も、「ネ」国側の体制において問題がないと判

断される。 

 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  面 
 

 

 
図 S－2 新カワソティ変電所 平面図 

図 S－1 新カワソティ変電所 単線結線図 

図 C－1 新カワソティ変電所 建屋平面図 

図 C－3 新カワソティ変電所 建屋正面図（西側）および背面図（東側） 
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JICA
吉浦所長

(団長)

JICA
坂部

(計画管理)
森田団員 工藤団員 多田団員

1 Nov. 8 火 バンコック
2 9 水 カトマンズ （現地参加）
3 10 木 カトマンズ
4 11 金 カトマンズ

5 12 土 バラトプール

6 13 日 バラトプール

7 14 月 カトマンズ
8 15 火 カトマンズ
9 16 水 カトマンズ
10 17 木 カトマンズ

11 18 金 カトマンズ
JICA事務所報告、大使館表敬、
カトマンズ→バンコック(TG319)
バンコック→成田（TG642)

JICA事務所報告、大使館表敬、現地再委託準備

12 19 土 カトマンズ TG642にて成田着
13 20 日 カトマンズ
14 21 月 カトマンズ
15 22 火 カトマンズ
16 23 水 カトマンズ 成田→バンコック(TG641)
17 24 木 カトマンズ バンコック→カトマンズ(TG319)

18 25 金 バラトプール

19 26 土 バラトプール

20 27 日 バラトプール バラトプール→カトマンズ(OY174)

21 28 月 バイラワ
現地再委託3社見積り入手 カトマンズ→バイラワ(BHA855)

22 29 火 カトマンズ
現地再委託業者選定・
図面作成

バルデガット変電所調査、バイ
ラワ→カトマンズ（BHA856）

気象データ、関連法規収集

23 30 水 カトマンズ
24 Dec. 1 木 カトマンズ
25 2 金 カトマンズ
26 3 土 カトマンズ
27 4 日 カトマンズ
28 5 月 カトマンズ
29 6 火 機中
30 7 水 帰着

NEAと協議、ミニッツ署名

データ収集、現地再委託準備

バラトプール変電所・既設カワソティ変電所・既設11kV配電線調査

現地再委託見積り依頼配布、カトマンズ→バラトプール(OY173)、
新カワソティ変電所概略位置決定

データ収集、現地再委託準備

データ収集、NEAと技術的協議
データ収集、NEAと技術的協議

ネパール国　新カワソティ変電所建設計画
調査日程（現地調査）：2005年11月8日～12月7日

大使館表敬、水資源省表敬、実施機関（NEA）表敬

カトマンズ→バラトプール(GI111)、新カワソティ変電所予定地2箇所（プラガティナー
ル）・既設カワソティ変電所・ムクンダプール変電所（建設中）調査

成田→バンコック(TG641)

NEAと協議、Inception Report説明

バンコック→カトマンズ(TG319)、JICA事務所着任報告

宿泊地

官団員 コンサルタント団員

NEAと協議、資料収集
世銀訪問、資料収集・整理・図面作成

資料収集・整理・図面作成、現地再委託業者選定理由書をJICAへ提出
資料収集・整理・図面作成、現地再委託業者選定

TG642にて成田着
カトマンズ→バンコック(TG320)、バンコック→成田（TG642)

大使館報告、NEA総裁表敬、JICA報告
NEAのADB関連プロジェクト担当と協議、資料収集

NEAとミニッツ内容につき協議
NEAとミニッツ内容につき協議

サイト調査、カワソティ地区西部まで需要家調査、バラトプール→カトマンズ（OY174）

日順 月 日 曜日

団長バラトプール着、以下地点のサイト調査、チョーダリー工場・カワソティ配電事務所・既設カワソティ変電所・
新カワソティ変電所予定地2箇所（プラガティナガール）・ムクンダプール変電所（建設中）

NEAと協議、気象庁訪問

データ収集、NEAと技術的協議

データ収集、NEAと技術的協議

サイト調査、バラトプール→カトマンズ(OY174)

バラトプール変電所・新カワソティ変電所用地・
既設11kV配電線調査
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官団員
JICA

福田次長
(団長)

森田団員 工藤団員

1 Mar. 24 金 バンコク

2 25 土 カトマンズ

3 26 日 カトマンズ

27 月 カトマンズ

5 28 火 カトマンズ

6 29 水 機中

7 30 木 帰着
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調査行程（基本設計概要説明）：2006年3月24日～3月30日

宿泊地
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日順 月 日 曜日

TG642にて成田着

NEAにてミニッツの内容につき協議

バンコック→カトマンズ（TG319)

NEA表敬、報告書（案）・機材仕様書（案）説明

JICAネパール事務所にて報告書（案）説明、ならびに調査行程に関する打ち合わせ
大使館表敬

NEAにて報告書（案）・機材仕様書（案）について協議

4

NEAにてミニッツ調印　（16:00AM）

成田→バンコック(TG677)

カトマンズ→バンコック(TG320)、バンコック→成田（TG642)

JICAネパール事務所への報告
大使館への報告
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資料 3 (1/3) 相手国関係者リスト

相手国関係者リスト 
Person in Charge of Recipient Country 
 
 

ネパール国「新カワソティ変電所建設計画」 

基本設計調査 
 

（現地調査） 
 

The Basic Design Study 
On 

the Project for Construction of New Kawasoti Substation 
in the Kingdom of Nepal 

1. 水資源省 (Ministry of Water Resources) 
 1.  Mr. Anup Kumar Upadhyay Joint Secretary 

 

2. ネパール電力公社 (Nepal Electricity Authority) 
 1.  Mr. Harish Chandra Shah Managing Director 
 2.  Mr. Balaram Shrestha General Manager, Transmission & System Operation 
 3.  Mr. Bhoj Raj Regmi Act. General Manager, Engineering Services 
 4.  Mr. Uttar K. Shrestha Deputy Managing Director, Finance and Administration 
 5.  Mr. Shambhu Pd. Upadhyay General Manager, Generation 
 6.  Mr. Lok Man Maskey Deputy Managing Director, Internal Audit 
 7.  Mr. H. M. Palikhe Director, Transmission Line/Sub-station Construction  
   Department 
 8.  Mr. Madhav P. Khakurel Director, System Operation Department/Middle marsyangdi 
 9.  Mr. Shashi Raj Shrestha Project Director, Middle Marsyangdi Hydro Electric Project 
 10.  Mr. Tirtha Man Shakya Director, Technical Service/Commercial Department 
 11.  Mr. Santosh Kumar Pradhan Project Coordinator, Rural Electrification & Transmission  
   Project 
 12.  Mr. Krishna Jung Rayamajhi Project Manager, Thankot-Chapagaon-Bhaktapur 132kV T/L  
   Project (Coordinator of ADB Projects) 
 13.  Mr. Kanhaiya K. Manahdhar Project Manager, Khimti-Dhalkebar 220kV Transmission Line  
   Project 
 14.  Mr. Rajeev Sharma Manager (Electrical), Transmission Line / Substation  
   Construction Department 
 15.  Mr. Prem Bahadur Ayer Assist. Director (Finance) 
 16.  Mr. Bhuvan Kumar Chhetry Deputy Manager, Load Dispatch Center 
 17.  Mr. Bishnu Prasad Shrestha Assistant Manager, Load Dispatch Center 
 18.  Mr. Subhash K. Mishra Asst. Manager, Thankot-Chapagaon-Bhaktapur 132kV T/L  
   Project 
 19.  Mr. Om K. Shrestha Asst. Manager, ME(Elec. Power System) 
 20.  Mr. Mr. Shiva Pokharel  Supervisor, Transmission / Substation Dept. 
 21.  Mr. Rajendra Singh Chettri Kawasoti Distribution Office 
 22.  Mr. Indra Raj Chaudari Kawasoti Distribution Office 
 23.  Mr. Indra Bahadvy Khamcha Kawasoti Distribution Office 
 24.  Mr. Lalhan Upadhyaya Kawasoti Distribution Office 
 25.  Mr. Balshanker Sanju Bardghat Substation 
 26.  Mr. Basundevd Chaudhary Bardghat Substation 
 27.  Mr. Bijay Ghimire Bardghat Substation 
 28.  Mr. Dhawtal Chaudhary Bardghat Substation 
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3. 世界銀行 (The World Bank) 
 1.  Mr. Rajendra Dhoj Joshi Senior Education Specialist 

 

4. 在ネパール日本大使館 
 1.  大坂 剛 一等書記官 

 

5. JICA ネパール事務所 
 1.  吉浦 伸二 所長 
 2.  福田 義夫 次長 
 3.  徳田 小矢子 職員 
 4.  尾崎 行義 専門家 
 5.  Mr. Sourab Bickram Rana Program Officer 
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相手国関係者リスト 
Person in Charge of Recipient Country 
 
 

ネパール国「新カワソティ変電所建設計画」 

基本設計調査 
 

（基本設計概要説明） 
 

The Basic Design Study 
On 

the Project for Construction of New Kawasoti Substation 
in the Kingdom of Nepal 

 

1. ネパール電力公社 (Nepal Electricity Authority) 

 
 1.  Mr. Harish Chandra Shah Managing Director 
 2.  Mr. Balaram Shrestha General Manager, Transmission & System Operation 
 3.  Mr. Yugal Kishor Sah Director, Grid Operation Department 
 4.  Mr. Bishnu Upadhyay Project Manager of the Project 
 5.  Mr. Rajeev Sharma Manager, Transmission Line/substation Construction Dept. 
 6.  Mr. Janardan Gautam Engineer 

 

2. 在ネパール日本大使館 

 
 1.  吉野 睦 二等書記官 

 

3. JICA ネパール事務所 

 
 1.  徳田 小矢子 職員 
 2.  Mr. Sourab Bickram Rana Program Officer 
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